
          5 月 13 日（火）12:00 開会 

           川村会員 

会長の時間  小澤 興 会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長の時間をいただきます。 

米倉先生のお話にもございましたが、人口減少の日立

市が活性化するためにはどうしたらよいか、我々も考え

ていかなければいけない時期に来ていると思います。 

奨学生のマクレハー君、ようこそいらっしゃいました。

後で木本会員、紹介をお願い致します。 

6 月 20日に会長幹事会があります。その時には鈴木会

員が出る予定でございます。 

例会も 2 週間休みがあり、山梨のほうに帰ってみまし

た。まだ山に雪が残っておりました。 

以上、会長の時間とさせていただきます。ありがとう

ございました。 

 

委員会報告 

 

雑誌・広報委員会      弓野委員長 

 今月号「ロータリーの友」の読みどころ 

グローバルアウトルックの記事を是非ご覧下さい。 

 

 

出席報告     朝日副委員長 
 

会員数 出席 欠席 出席率 MakeUp 修正 免除 

30名 20名 10名 80％ 4名 100％ 6名 

 

 

ニコニコ BOX        高島会員 

 

 社会奉仕卓話よろしくお願い致します。 

小澤会長・山本忠安・星 勝治・川村昌弘・ 

高島章行・川崎健輔・千葉省三・白土仙三郎・ 

弓野博司・信太克己・小山高一・須田 晃・ 

朝日正道・宮本尚彦・石川 悟・小倉正美・ 

石川國博 

 社会奉仕卓話で米倉工学部長に御願いしました。 

鹿志村高道 

 卓話よろしくお願いします。米山のマクレハー君よ

ろしくお願いします。 

木本貴一 

 今週土曜日、竜神峡でバンジージャンプとびます！ 

荒川浩信 

 

本日も多くの方からニコニコ BOXへの 
ご協力 誠にありがとうございました 

 

本日計 25,000 円 累計額 981,758円 

 
 
プログラム 
 

米山カウンセラー            木本会員 

 4 月から米山のカウンセラーを仰せつかりました。
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■会 長  小 澤  興  ■副 会 長  川 崎 健 輔 
■幹 事  鈴 木 幸 一  ■会報委員  高 島 章 行 
 

例 会 報 告 

■ 5月の例会予定  

13 日 卓話 / 社会奉仕委員会 20 日 クラブフォーラム / 会長エレクト  27 日 クラブフォーラム / 次年度計画 



学生さんをご紹介させていただきます。 

 マクレハー君、24歳。ベトナムのハノイ出身です。

茨城大学 4年生です。すでに就職も、三井住友建設

から内定をいただいているそうです。 

 居酒屋吉兆さんでアルバイトしております。日本語

はとても流暢ですので、ご挨拶いただきたいと思い

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 マクレハーと申します。マックと呼んで下さい。 

 日本には土木技術を学びに来ました。日本とベトナ

ムの建設業に貢献したいと思います。 

 これから宜しくお願い致します。 

 
 

卓話 

社会奉仕委員会           鹿志村委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本日は、茨城大学工学部学部長の米倉先生にお越し

いただきました。 

 私とは 40年以上の親交があり、快く引き受けて下

さいました。よろしくお願いいたします。 

 

茨城大学工学部            米倉学部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 工学部長を 2年近くやっております。工学部を活性

化しようと努力しております。 

 日立市は人口減少の大きい町ということで、全国で

も有名になってしまいました。 

 国立大学が 3つの選択肢があります。ひとつは世界

的な研究をする大学、2番目は世界的に優れた教育

をする大学、3番目は地域に貢献する核となる大学

です。 

 茨城大学は、地域の核となるような立ち位置でいく

と文科省との間で意見交換をしました。 

 地域の大学として生き残るためには、地域からの要

望をふまえた教育と研究を徹底的にやり、地域から

喜ばれる大学を目指しています。 

 今の大学は地域によって支えられています。また地

域は大学によって支えられる存在でなければなり

ません。一緒に頑張っていかないと、地域の産業・

経済は成り立ちません。 

 大学には産学連携の組織がありますが、最近は若干

空振りになることが多いです。地域とうまく連携し

ているというケースが少なくなってきました。なぜ

か。商工会議所等とお話してわかったことは、今の

大学と地域の付き合い方、技術開発を主とするやり

方は時代にふさわしくなくなってきたということ

です。 

 今大事なのは、人材育成です。そして、その人材を

地域に定着させることです。 

 インターンシップが重要です。受け入れていただき、

学生と向き合ってほしいと思います。 

 学生は刺激を与えるとどんどん成長していきます。 

 100～150 人単位の大規模インターンシップを計画

しております。 

 広報はとても重要です。JWAYと FMひたちで大学の

広報番組を作りました。 

 アテンション経済学を知っていますか。人がはらえ

る関心は有限です。いる情報かどうかを早く判断す

る時代です。 

 これからも一緒にできる事があればご協力させて

いただきたいと思います。ご静聴ありがとうござい

ました。 

 

 

 

 

会長の点鐘をもって閉会。 


